



経営学部が平塚 に開設 され十 年が経過 した。神奈川大学 にただ単 に もうふ
たつ新 しい学部 をつ くる とい う単純 な規模 拡大 の発想 で はな く,新 学部 開設
を突破 口に大学全体 に新風 を巻 き起 こす とい う狙 いが あった はずで あるが,
その試 み も大 きな区切 りをむか えたわ けで ある。 この間,経 営学部 で は不十
分 な点 は多々あ る とはいえ,多 くの先生 方の献 身的 な協 力の も と果敢 に新 た
な挑戦 を行 な って きた。 特 に教 室内外 を問 わず,い か に した ら学生教育 を充
実 させ る ことがで きるか について は,開 設以来 さかん に議論 し,具 体策 も実
施 して きた。 当然 なが らその実行 にあた っては各教員 に は通常 の大学教 員 に
求 め られ る以 上の精神的 ・時間 的負担 を引 き受 けて もらって きたわ けであ る。
そ うした条件 下 にお いて,多 くの教員 は寸暇 を惜 しんで教育活動 の基礎 と
もな る個々 の研究 に励 んで いる。 そ して数多 くの,ま た内容の濃 い研究成果
をあげてい る。紀要 はその一端 を示 してい る。掲載 された論文 テーマ は経営
学 関連 の テーマ を越 えて多岐 にわた るが,こ れ はわが学部 の特色 をその まま
示 してい る。わが学部 は国際経営学科一 学科で構成 され てお り,同 時 に平塚
キ ャンパ ス全体 の いわ ゆ る教養科 目のほ とん どを担 って いる関係 か ら,経 営
学 プ ロパ ーの教員以 外 に多 くの教員 を擁 してい るの で あ る。 いわ ば経 営学
部+国 際学部+教 養学部 で あ り,そ の規模縮小版 であ る。 もち ろん単 な る規
模縮 小版 で はな くその統合 を目指 して いる。我々 は こうした新 しい形の経営
学教育,新 しい形 の経営学研究 の可能性 を信 じ,相 互 に補完 し,刺 激 しあ う
研究活動 を継続 的 に行 なってい きたい と念 じて いるのであ る。 そ うした狙 い
をこの紀要 において もか い ま見 ていただ ければ幸 いであ る。
さて,本 号 は本学部 の開設後 間 もない重要 な時期 を含 め長 年 にわ た り学部
に携わ り,我 々 の良 き先輩格 で もあ られた四名 の先生方 の退任記念号 であ る。
四名 の先生方 はいずれ も学 生教育 の先頭 にた ち,研 究活動 の中心 として学部
を牽 引 して こられた方々で あ る。わが学部 の教員構成 の特色 をま ことによ く
反映 し,そ れ ぞれか な り異 な るバ ックグラウン ドをお持 ちで ある。わが学部
の当初 の狙 いを明確 に反映 した,い わ ば教員構 成の プロ トタイプ ・原型 と言
って差 し支 えなか ろ う。
中山茂先生 について はその学問業績,そ の言論活動 で以前 か ら広 く名 声 を
博 してお られたわ けで あるが,特 にパ ラダイム とい うターム と概 念の紹 介者
として余 りに有名で あ られ る。実 は私 自身 は 『科 学革命 の構 造』 の一読 者 と
して二十数年 まえの学生時代 すで にお世話 になってい る。 当時政治学 を学 ん
で いた私達 に とって も必読書 で あった。先生が発表 された学 問論,大 学論 に
も大 い に啓発 された ことを記憶 してい るが,ま さか先生 の ような 日本 を代表
す る知性 と平塚 で ご一緒で きるとは考 えもしなか った。 先生の よ うな知性 が
経 営学部専任教 員 として設立 当初 か ら参加 された ことひ とつ を とって も,い
か に我々が 目指 した経営学部 が既存 の それ を越 えた もので あった か をご理解
頂 けるのではなか ろうか。
野間一正先生 は東 京外語 大学で長 ら くスペ イ ン語,ス ペ イ ン事情等 を教授
され,経 営学部 開設 後 まもな く着任 された。先生 の教育 にか ける情熱 誠 意
には誠 に頭の下が る思 いであ る。前任校 とはまった く異 なった環境 の下で,
第二外国語 としてのスペ イ ン語履修 とい う枠組 みの中で,ど の ように学生諸
君 を動機付 けし,ど の ように習得 させ るか に全力 を傾 け られ て きた。平塚 キ
ャンパ スの学 生のた めに新た に二冊 の教科書 を編纂 されたのであ る。先生 ご
自身がお っ しゃるよ うに,ま さに 「新 しいぶ どう酒(経 営学部 の フレ ッシュ
な諸君)は 新 しい革袋 に」 を実践 されたわ けで ある。テ イラー メイ ドの二冊
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の教科書 はその まま我 々の財産 として先生 か ら引 き継 ぐことにな るが
,な に
よ りも先 生の教育者 としての誠 実 を我 々 は心 に とどめたい。
水 谷雅一先 生 は長 年 の経営 実務 に裏 打 ち され た独 自の研 究業 績 を携 えて
我 々の学部 にや は り開設後 まもな く参加 された。 実務 の第一線 での経験談 を
ち りばめた先生 の講義 はまさ し く経営学部学生 に とって なに ものに も代 え難
い もので あ り,先 生 のゼ ミもまた常 に希望者殺到 であ った
。 最近 は経営体 に
お ける倫 理の問題 に取 り組 んでお られ,そ の体 系化,理 論化 を目指 しわが国
の経営学 関係者 の間で大 きな注 目を集 め る こととなった「日本経 営倫理学会」
を 自ら旗揚 げ され,現 在学 会長 をつ とめ られてお られ る。経営倫理 の問題 は
今後 の経営実務 あ るい は経 営学 の中で きわ めて重要 なテーマ になる ことは明
らかであ り,こ の分野 でのパ イオニア的業績 を積 み上 げ られて いる先 生 の貢
献 は多大 であ る。
七 田基弘先生 は長 ら く文部 官僚 としてわが国の高等教 育全般 にかか わ って
こられた。 お よそ官僚臭 を感 じさせ ない開放的 な コ ミュニ ケー タ0で い らし
て,学 生 に も,我 々後輩教員 に も常 に率直 な対応 をして下 さ り,我 が学部 の
ご意見番 的存在 で もあ られ た。 その卓越 したバ ラ ンス感覚 とお人柄 ゆ え常 に
学部運営 の中心 で我 々の まとめ役 をはた して下 さった。経営学部全教員 の研
究上 の核 であ る国際経 営研 究所 の所長 を長年 お願 い し,歴 代 の学部長 ととも
に学部 とい う車 の両輪 の一 方 を担 って こられ た。 中国復旦大 学 との共同研究
をは じめ,い くつかの重要 な共 同研 究 には所 長 自 ら リーダー をか ってで られ,
そ う した成功裏 に終 った プ ロジェク トを強力 に推進 され るな どその貢献 は計
り知れ ない。
退職 され る上記 四名 の先生 方の研 究 その他 にお ける蓄積 を,残 され る我 々
が十分 に吸収 して きたか と問われ る と,実 は まこ とに心許 ない。 いざ退職 さ
れ る とな る とあれ もお願 い したか ったfこ れ もお聞 きしてお きたか った と悔
や まれ るこ とが多 い。 と くに戦後 システムの問題点 が あ らゆ る場面 で露呈 さ
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れ つつあ る現代 日本 において,次 の時代 の ビジ ョンを示 しきれず にい る我々
に対 して,も っ と活 を入れ て もらいたかった し,ヒ ン トもいただ きたか った。
今 日ほ ど知識 人 のは し くれにい る我 々の 自覚 と気概 が必 要な ときはない よ う
に思われ るが,右 肩上が りの比較 的平 担 な戦後状 況 の中で,我 々 もまた,時
代 と正面 か ら向い合 い主体 を厳 し く問われ る こ とな く,た こ壼型専門家集 団
に傾斜 して きたので はないだ ろ うか。戦争 の前 と後 を生 き,時 代 の激流 に身
を置 きなが ら時代 と格 闘 されて きた今 回退任 され る四名の先生 方 に代表 され
る世 代 の知識人 か ら見 た とき,後 に続 く我 々 は実 に存在感 の薄 い,頼 りない
後輩 なので はなか ろ うか。本 当 に次 の世 紀 を切 り拓 く研究 と教育 を託 す こ と
がで きるのだ ろ うか と思われ ていた として も不 思議 で はない。
とはいえ我々 にその準備が十分 にあ るか否 か に拘 らず時代 は進 む。 その担
い手 も替 わ る。残 され る我 々 は持 て る力 と想 像力 を懸命 に駆使 し,先 輩達 の
残 して くれた ものの上 に,ひ とつふた つ と積 み上 げてゆ くほかはない。 その
ことを一人 ひ と り自分 の中で再確認 す るこ とだ けはお約束 し,同 時 に先 生方
の長年 にわた る学部へ の貢献 に もう一度感謝 申 し上 げ,本 記 念号 の巻頭 言 と
した い。
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